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八丈島におけるクサガメ幼体の報告
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Report of a Reeve’s Turtle Mauremys reevesii juvenile from Hachijojima Island in 2015.
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伊豆諸島の八丈島は，周囲58.91㎞．面積69.11㎢の大型火山島であるが，海洋島であるため独自の

生態系を有している．島の経済の基幹産業は花卉園芸と観光であり，また農業に向かない火山性の土壌

であるため，移入植物を積極的に利用してきた．このため非意図的に持ち込まれた外来生物が非常に多

いことが指摘されている(湊，2007)．八丈島の爬虫両棲類においては，在来種はオカダトカゲ Plestiodon

latiscutatus，ニホンマムシ Gloydius blomhoffii の２種のみであるが(岡本・疋田，2009；柴，2016)，多く

の外来爬虫両棲類が確認されている(大野，1994)．新たに確認される外来種は増え続けており，淡水カメ

類もその一つであるが知見は少ない．

筆者は去る2015年６月14日に，八丈島において外来種であるクサガメ Mauremys reevesii をタモ網で

捕獲したのでここに報告する．捕獲場所は，八丈島の中央部にある和泉親水公園(東京都八丈町三根)の

水路で，捕獲個体は，背甲長55 mm程の幼いクサガメ１頭であった(図１)．同年２月に同所で２歳のクサガ

メがカゴワナで捕獲された記録から(後藤，2017)，複数個体が和泉親水公園に生息していることが明らか

になった．なお，当個体は撮影の後にその場でリリースした．

同じ海洋島であるグアムでは，外来生物の移入・定着が著しく，淡水カメ類においても７種の移入が確認

され，少なくとも３種が定着したと考えられている(Leberer，2003)．八丈島においても外来の淡水ガメが定

着し増殖することは充分に起こり得るため，今後の動向に注視する必要がある．
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図１．八丈島和泉親水公園にて捕獲したクサガメ幼体(2015年６月14日撮影)


